
ダムを巡る問題1特 集

当別ダムによる環境破壊

加代子藤安
(あ ん どう か よこ)

1948年 奈井江町生 まれ。当別ダム周辺の環境 を考

える市民連絡会代表幹事。

「

要
旨二
〇

一
二
年
度
完
成
予
定
の
当
別
ダ
ム
の
主
と
し

て
水
道
水
利
用
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
二
〇
〇

七
年
に
実
施
さ
れ
た
三
回
目
の
事
業
再
評
価
委
員
会

で
、
各
構
成
団
体
の
受
水
量
は
計
画
当
初
二
二
五
、
七

〇
〇
㎡
/
日
か
ら
七
七
、
八
○
○
㎡
/
日

へ
と
約
三

分
の

一
に
大
幅
減
量

と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な

り
、
当
別
ダ
ム
の
必
要
性
に
疑
問
を
残
し
た
。
札
幌

市

・
小
樽
市

・
石
狩
市

・
当
別
町
の
四
市
町
に
つ
い

て
検
討
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
ダ
ム
か
ら
の
取
水
の
必

要
性
は
明
確
で
な
い
。
ダ
ム
は
、
河
川
環
境
を
悪
化

さ
せ
る
の
で
、
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
水
道
水
利
用
を
十

分
検
討
す
べ
き
で
あ
り
、
当
面
ダ
ム
建
設
を
休
止
し

て
、
改
め
て
ダ
ム
の
必
要
性
に
つ
い
て
真
摯
に
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

は

じ

め

に

札
幌
市
の
中
心
部
か
ら
北

へ
約
四
〇
㎞
に
位
置
す
る
当

別
町
字
青
山
で
、
当
別
ダ

ム
の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

当
別
ダ
ム
は
、
石
狩
川
水
系
当
別
川
に
建
設
さ
れ
る
総
貯

水
容
量
七
、
四
五
〇
万
㎡
の
多
目
的
ダ
ム
で
あ
り
、
事
業
目

的
は
、
洪
水
調
節

・
灌
概
用
水

・
水
道
用
水

・
流
水
の
正

常
な
機
能
の
維
持
と
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
○
年
に
北
海
道
が
事
業
着
手
し
、
二
〇

一
二
年

度

に
完
成
予
定
で
あ
る
が
、
北
海
道
が
予
備
調
査
を
行

っ

た
の
は
、

一
九
七
〇
年
に
さ
か
の
ぼ
り
、
計
画
か
ら
す
で

に
三
八
年
が
経
過
し
て
い
る
。
当
初
の
目
的
は
当
別
川
の

洪
水
調
節
だ

っ
た
が
、
一
九
九
二
年
に
札
幌
市
・
小
樽
市
・

石
狩
市

・
当
別
町
に
水
道
用
水
を
供
給
す
る
こ
と
も
目
的

と
さ
れ
、
北
海
道
と
上
記
各
自
治
体
に
よ
り
石
狩
西
部
広

域
水
道
企
業
団

(以
下
企
業
団
)
」
が
設
立
さ
れ
た
。

総
事
業
費
は
六
八
四
億
円

(表
1
)
と
な
っ
て
い
る
が
、

ダ
ム
建
設
に
伴
う
国
営
灌
慨
排
水
事
業

の

一
八
七
億
円

(
二
〇

=
二
年
度
完
成
予
定
、
二
〇
〇
七
年
末
で
の
進
捗
率

九
五

・
七
%
)
水
道
広
域
化
施
設
整
備
事
業
の
約
六
〇
〇

億
円

(
二
〇

=
二
年
度
完
成
予
定
、
二
〇
〇
七
年
末
で
の

進
捗
率
五
三
・
六
%
)
を
含
め
る
と
、

一
、
四
〇
〇
億
円
を

超
え
る
巨
大
公
共
事
業
で
あ
る
。
当
別
ダ
ム
は
多
目
的
ダ

ム
の
た
め
、
治
水
は
北
海
道
、
灌
概
用
水
は
開
発
局
、
水

道
用
水
は
石
狩
西
部
広
域
水
道
企
業
団
と
所
管
が
三
つ
に

分
か
れ
、
各
機
関
は
そ
れ
ぞ
れ
五
年

に

一
度
再
評
価
を
実

施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
再
評
価
委
員
会
の
委
員
は
公
正

・
中
立
的
な

観
点
か
ら
事
業

の
見
直
し
を
、
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

は
ず
だ
が
、
ほ
と
ん
ど
の
委
員
は
事
業
者
側
と
同
様

の
意

見
を
有
す
る
こ
と
が
多
く
、
真
に
実
効
性
の
あ
る
見
直
し

が
行
わ
れ
得
る
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
さ
ら
に
、
北
海
道

や
各
自
治
体
の
未
曾
有

の
財
政
悪
化
の
も
と
、
将
来

に
禍

当別ダム費用負担。表1

全体事業 内訳 負担割合(%) 負担額(千円)

71.2 48,700,800

684億 円

治水

国費

道費

(70)

(30)

(34,090,560)

(14,610,240)

水道 28.8 19,699,200

100.0 68,400,000

2007年 度 北海道公共事業評価専門委員会資料

を参考に作成
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ダム湖中央 に架 けられる大橋の橋脚(2008年8月1

日撮影)。

写真1

根
を
残

さ
な

い
た
め
に
も
、

い
ま

一
度
立
ち
止
ま
り
、
ダ

ム
に
よ
ら
な

い
こ
れ
か
ら
の
利
水

・
治
水

に

つ
い
て
議
論

す

べ
き
で
あ
る
。

二

水
道

用
水

の
問
題

(
一
)
ダ

ム
あ
り
き
の
企
業
団
事
業
再
評
価
委
員
会

一
九
九
九
年
度
に
企
業
団
に
よ

っ
て
実
施
さ
れ
た
水
道

施
設
整
備
事
業
の
再
評
価
で
は
、
札
幌
市
が
人
口
の
将
来

見
通
し
が
当
初
計
画
の
想
定
に
達
し
な
い
と
い
う
理
由
な

ど
か
ら
、
水
需
要
予
測
の
見
直
し
を
行

い
、
当
別
ダ
ム
か

ら
の
受
水
量
を
当
初
計
画
の

一
七
〇
、
○
○
○
㎡
/
日
か

ら
四
八
、
○
○
○
㎡
/
日

へ
と
約
七
〇
%
も
大
幅
に
下
方

修
正
し
た
。

二
回
目
の
二
〇
〇
四
年
度
の
再
評
価
で
は
、
小
樽
市

・

石
狩
市
・当
別
町
が
過
大
な
人
口
推
計
を
見
直
し
、
必
要
水

量
を
下
方
修
正
し
た
。
そ
の
結
果
、
四
市
町
の
計
画
受
水

量
は
当
初
計
画
の
二
二
五
、
七
〇
〇
㎡
/
日
か
ら
九
四
、
三

〇
〇
㎡
/
日

へ
と
半
分
以
下
に
減
量
と
な

っ
た

(表
2
)。

二
〇
〇
五
年
度
に
実
施
さ
れ
た
北
海
道
の
諮
問
機
関
で

あ
る
公
共
事
業
評
価
専
門
委
員
会
で
は
、
企
業
団
の
構
成

団
体
が
五
年

の
再
評
価
ご
と
に
、
次
々
に
計
画
を
下
方
修

正
し
て
い
る
こ
と

(表
2
)
か
ら
、
委
員
か
ら
は

「水
需

要
計
画
が
過
大
だ
」
、
「
人
口
減
少
の
時
代
に
新
た
な
ダ
ム

は
必
要
か
」
と
い
う
疑
問
の
声
が
相
次
ぎ
、
建
設
計
画
を

「
休
止
す
べ
き
」
と
い
う
凍
結
論
ま
で
で
た
。
そ
の
疑
問
を

払
拭
で
き
な
い
ま
ま
、
委
員
会
は
北
海
道
の
強

い
意
向
を

受
け
、
当
別
ダ
ム
の
事
業
継
続
を
、
最
終
的
に
は
了
承
し

た
。
こ
れ
を
受
け
、
高
橋
北
海
道
知
事
は

「当
別
ダ
ム
を

継
続
す
る
」
と
い
う
見
解
を
示
し
、
継
続
を
決
め
た
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
委
員
長
が
新
聞
の
取

材
に
応
じ
、
「
こ
の
再
評
価
が
完
全
に
道

の
事
業
に
組
み
込

ま
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
印
象
を
受
け
た
。
公
共
事
業
の
再

評
価
作
業
が
形
骸
化
し
、
作
業
の
単
な
る
ー
ス
テ
ッ
プ
に

な
り
か
ね
な
い
危
険
性
が
あ
る
」
と
、

コ
メ
ン
ト
し
た
こ

と
だ
。
道
の
事
業
だ
か
ら
休
止
に
で
き
な
い
の
な
ら
、
い
っ

た
い
何
の
た
め
の
公
共
事
業
評
価
専
門
委
員
会

に
よ
る
再

評
価
な
の
か
。
北
海
道

に
は
、
国
の
政
策
評
価
シ
ス
テ
ム

導
入
の
先
駆
け
と
な

っ
た
、
時

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト

噛時
代

の
変
化
を
踏
ま
え
た
施
策
の
再
評
価

(
一
九
九
七
年
)
」
や

北
海
道
政
策
評
価
条
例

(二
〇
〇
二
年
)
が
あ
る
で
は
な

い
か
。

い
ま
の
状
況
で
は
、
時
の
ア
セ
ス
以
前
の
道
政
に

逆
戻
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

三
回
目
の
事
業
再
評
価
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
二
〇
〇
九

年
度
に
実
施
さ
れ
る
予
定
だ

っ
た
が
、
二
年
前
倒
し
し
て

二
〇
〇
七
年
度

に
行
わ
れ
た
。
今
回
の
再
評
価
は
、
二
〇

〇
五
年
の
国
勢
調
査
結
果
に
基
づ
く
将
来
人
口
の
想
定
が

二
〇
〇
四
年
度

に
予
測
し
た
よ
り
も
減
少
傾
向
を
示
す
こ

表2石 狩西部広域水道企業団に参画している各受水自治体の給水量(m3/日)
および給水人口の見直 し結果。

1992年 度 1999年 度見 直 し 2004年 度 見直 し 2007年 度見 直 し

給水量 人口 目標年度 給水量 人口 目標年度 給水量 人口 目標年度 給水量 人口 目標年度

札幌市 170,〔}00 2,200,000 2035年 48,000 2,174,000 2035年 48,000 2,174,000 2035年 44,000 1,893,00(, 2035年

小樽市 6,000 150 2015年 6,000 150 2015年 4,000 150 2035年 3,100 150 2035年

石狩市

(新港分)

39,100

(6,500)

85,000

(200)

2015年

2015年

39,100

(6,500)

85,000

(200)

2027年

2027年

30,600

(5,500)

77,500

(40)

2035年

2035年

21,100

(4,960)

53,780

(40)

2035年

2035年

当別町 10,600 25,000 2015年 14,600 32,500 2024年 11,700 24,400 2035年 9,600 16,860 2035年

合計 225,700 2,310,150 107,700 2,29ユ,650 94,300 2,276,050 77,800 1,963,790

と
、
二
〇
〇
六
年
度
の
国
に
お
け
る
政
策
評
価
の
結
果
、

一
部
の
ダ
ム
に
過
大
な
計
画
用
水
供
給
量
が
あ

っ
た
こ
と

か
ら
、
再
評
価
を
実
施
す
る
よ
う
厚
生
労
働
省
か
ら
通
知

が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
行
わ
れ
た
。

二
〇
〇
七
年

=

月
、
企
業
団
事
業
再
評
価
委
員
会
が

開
催
さ
れ
傍
聴
し
た
。
な
ぜ
か
、
今
回
の
事
業
再
評
価
委

員
会
の
委
員
五
名
の
う
ち
前
回
の
二
〇
〇
四
年
度
の
委
員
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が
三
名

い
た
。
驚

い
た
こ
と
に
、
座

長
が
構
成
団
体

で
あ

る
札
幌
市
営
企
業
調
査
審
議
会

(水
道

部
会

)
の
部
会
長

と
同

一
人
物

で
あ
り
、
兼
任
し

て
い
る
と

い
う
こ
と
は
審

議

の
客
観
性
が
疑
わ
れ
る
。

私
た

ち
は
、
企
業
団

へ

「委
員
選
出
基
準
及
び
選
出
理

由
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
。
委
員

の
公
募
制
を
実
施
し
市

民
参
加

の
も

と
に
事
業

の
見
直
し
を
す
る

こ
と
」

と
い
う

要
望
書
を
提
出
し
た
。

だ
が
、
納
得

の
い
く
回
答

は
得
ら
れ
な

か

っ
た
。
し

か

も
、
座
長

は

「
今
回

の
再
評
価

は
ダ

ム
を
前
提
と
し
て
議

論
を
進

め
て

い
く
」
と
明
言

し
、
た

っ
た

二
回

の
審
議

で

企
業
団

の
案
を
追
認
し
、
事
業
継
続

に
お
墨
付
き
を
与
え

て
し
ま

っ
た
。
委
員
は
公
募

で
決

め
ら
れ
、
委
員
が
自
主

的

に
運
営

し
た
淀
川
水
系
流
域
委
員
会

と
は
、
あ
ま
り
に

も
対
照
的

で
あ
る
。

(
二
)
水

需

要

予
測
が

過

大

で
あ

る

(
二

・
一
)
〈
札
幌
市
〉

札
幌
市

の
水
道

用
水

は
、
豊
平
川

・
琴
似

発
寒
川

・
星

置
川
を
水

源
と
し
て

い
る
。

こ
の
う
ち
豊

平
川
上
流

に
あ

る
豊
平
峡
ダ

ム

(五

二
〇
、
○
○
○

㎡
/
日
)
と
定
山
渓
ダ

ム

(三

二
〇
、
○
○
○
㎡
/

日
)
で
水
道

用
水
供
給
量

の
八

二
%
を
ま

か
な

っ
て

い
る
。
北
海
道
開

発
局

の

「豊
平
峡

ダ

ム
フ
ォ

ロ
ー
ア

ッ
プ
調
査

に

つ
い
て
」

(
二
〇
〇

一
)
に

よ
る
と
、

二

つ
の
ダ

ム
が
白
川
浄
水
場

に
供
給
し
て

い
る

水
道
用
水
量

は
二

つ
の
ダ

ム
の
水
利
権

(合
計
八
四
〇
、
○

○
○

㎡
/
日
)

の
約
七
五
%
程
度

で
あ
り
、

こ
こ
数
年
横

這

い
状
態

に
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、
当
分

の
間
札
幌
市

の

上
水

は
安
定

的

に
供
給

す

る
こ
と
が

で
き

る
と
し

て

い

る
。
二
〇

〇
六
年
度

の
実
績

で
は
、
給
水
人

口
約

一
、
八
七

九
、
○

○
○

人
、

一
日
最
大

給
水

量

約

六
六

三
、
○
○

○

㎡
/

日
で
あ

る
か
ら
、
豊
平
峡
ダ

ム
と
定
山
渓
ダ

ム
の
供

給
量

(八
四
〇
、
○
○
○
㎡
/
日
)
で
十

分
間

に
合
う

こ
と

に
な
る
。

つ
ま
り
、
水

は
余

っ
て
い
る
。

一
九
九
九
年
度

の
再
評
価

に
お

い
て
(表
2
)
、

札
幌
市

は
企
業
団

か
ら

の
受
水
量
を
人

口
の
伸
び

の
鈍
化

な
ど

の

理
由

か
ら

一
七
〇
、
○

○
○

㎡
/
日

か
ら

四
八

、
○

○
○

㎡
/

日

へ
と
大
幅

に
下
方
修
正

し
た
。
そ

の
直
後

か
ら
、

当
初

の
目
的

で
あ
る

「水
源

の
確
保
」

に

「水
源

の
分
散

化
」
を
加

え
た
。
豊
平
川
の
水
源

の
分
散
化
を
図

り
、
災

害
時

に
お

い
て
も
水
道
水

を
確
保

す
る
と
し
て

い
る
。
私

た
ち
は
、
二
〇
〇

二
年

二
月

に
札
幌
市

へ
水
道
事

業

の
見

直
し

に
関

す
る
公
開
質
問
状

を
提
出

し
た
。
そ

の
回
答

に

よ

る
と
、
札
幌
市
が
当
別
ダ

ム
建

設

に
参
画
し

て

い
る

の

は
、
あ
く
ま
で
も
将
来
不
足
す
る
水
源
の
確
保

が
主
目
的

で
あ
り
、
副
次
的

に
水
源

の
分
散
化
と

い
う
効

果
が
あ
る

も

の
と
考
え
て

い
る
、

と
い
う

こ
と
だ

っ
た
。

し

か
し
、

最
近

で
は
水
が
余

り
本
来

の
目
的
を
失
う
と
、

今
度

は
水

源

の
分
散
化
が
必
要
だ

と

い
う
。

お
か
し
な
話

だ
。
た
し

か

に
、
財
政
が
潤
沢
な
と
き
な

ら
そ
う

い
う
考

え
が
あ

っ

て
も

い
い
だ

ろ
う
。
今

は
、
あ

れ
も
こ
れ
も
と
過
剰
投
資

を
す
る
時
代

で
は
な

い
。
札
幌
市

の
財
政
は
逼
迫

し
て

い

る
。
市

民
と
と
も

に
節
水
施
策

を
進

め
る
こ
と

で
新

た
な

水
源
は
不
要

と
な

る
。

二
〇
〇
七
年
度

の
再
評
価

で
は
、
給
水
人

口
は
二
〇
〇

四
年
度

の
二
、
一
七
四
、
○
○
○
人

か
ら

一
、
八
九

三
、
○
○

○
人

(た
だ
し
、

ピ
ー
ク
人

口
は

二
〇

二
〇
年

に

一
、
九
六

〇
、
○
○
○
人
と
推
定
)
に
大
幅
減
少
と
な

っ
た
。

一
日
最

大
給
水
量

は
二
〇
三
五
年

に
八
七

二
、○

○
○

㎡
/

日

と

推
計

し
、
全
浄
水

場
給
水
能

力

八

二
八
、
○
○

○

㎡
/

日

(再
評
価

で
白

川
浄

水
場

の
給
水
能

力
が
下
方

修

正
さ

れ

た
)
に
対

し
て
四
四
、
○
○
○

㎡
/

日
不
足
す
る

と
し
、

不

足

分
を
引

き
続
き
企
業
団
か
ら
受
水

す
る
と

い
う
。
本
来

な
ら

ピ
ー
ク
人

口
が

二
、
一
七

四
、
○
○
○
人

か

ら

一
、
九

六
〇
、
○
○
○
人

へ
と
二

一
四
、
○
○
○
人
減
少

し
、

一
日

最
大
給
水
量
も
現
計
画

の
二
〇
三
五
年

に

一
、
○

=
二
、
○

○
○

㎡
/

日
か
ら
今
回

の
二
〇
三
五
年

に
八
七

二
、
○
○

○

㎡
/

日

へ
と

一
四

一
、
○
○
○

㎡
/

口
も
大
幅

に
減
量

し
た
こ
と
か
ら
企
業
団

か
ら

の
受
水
量
は
不
要
と
な

っ
た

は
ず
で
あ
る
。

と

こ
ろ
が
、
札
幌
市

は

「
豊
平
川
水
道
水
源
水
質
保
全

事
業
」

(バ
イ
パ
ス
事
業

二
〇

=
二
年
完
成
予
定
)
に
、

一

四
七
、
○
○
○

㎡
/

日

の
水
利
権
が

必
要

に
な

っ
た

と

い

う
。

こ
の
事
業

は
、
豊
平
川

の
上
流

に
小
さ
な
ダ

ム
を
造

り
、
約

一
〇
㎞
に
わ
た
り
定
山
渓
温
泉
街

か
ら
湧
き
出

て

い
る
自
然
湧
水

や
下
水
処

理
水
を
含

ん
だ
水
を
、
白
川
浄

水
場

の
下
流
ま
で
導
水
管

で
持

っ
て
い
く
事
業

で
、
こ
の

水

を
バ
イ
パ

ス
水
と
呼
ぶ
よ
う
だ
。
だ
が
、
河
川
や
自
然
環

境

へ
の
影
響
が
危
惧

さ
れ
る
こ
と
、
市

民

へ
の
情
報
公
開

が
徹
底
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

ま
た
、
予
定
さ
れ

て

い
た
白
川
浄
水
場

の
増
設

が
突
然

中
止

に
な

っ
た
と

い
う

こ
と
、
既
存

の
浄
水
場

の
給
水
能

力
が
減
少

す
る
と

い
う

こ
と
が
、
再
評
価

に
合
わ
せ
た
か

の
よ
う

に
二
〇
〇

七
年

に
開
催
さ
れ
た
札
幌
市
議
会
建
設

委
員
会

で
報
告
さ
れ
た
が
、
到
底
納
得

で
き

る
こ
と
で
は

な

い
。
要
す
る
に
、

数
字

の
つ
じ

つ
ま
合

わ
せ
を
し
た
と

推
測

さ
れ
る
。

当
別
ダ

ム
完
成
後

の
二
〇

一
三
年

に
は
、
小
樽
市

・
石

狩
市

・
当
別
町

へ
水

道
用
水
が
供
給
さ
れ
る
。

し
か
し
、

札
幌
市

へ
は

=
二
年
後

の
二
〇
二
五
年

に
な

っ
て
初
め

て

四
、
○
○
○

㎡
/
日

(約

八
、
○
○
○
人
分
)

の
水
道
用
水

が
供
給
開
始

と
な

る
。
も

し
も
、
水
需
要

の
予
測
が

は
ず

れ
た
と
き
は
、
当
別
ダ

ム
か
ら

一
滴

の
水
を
使
わ
な
く

と

も
構
成
団
体

と
し
て
基
本
料
金
は
払

い
続
け
な
け
れ
ば

な

ら
な

い
の
が
、
企
業

団
か
ら
の

[
受
水
」

の
し
く
み

(責

任
水
量
制
)
で
あ
る
。
結
局
は
、

一
定

の
額
を
企
業
団
に

払
う
義
務
が
あ
り
、
そ

の
ツ
ケ
は
水
道
料
金

の
値
上
げ

と
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な

っ
て
市
民

に
跳

ね
返

っ
て
く
る
。
札
内
川
ダ

ム

(
一
九

九

七
年
運
用
開
始
)
を

つ
く

っ
た
帯
広
市

で
は
、
水
道
料

金

が
六
年
間

で
二
倍

に
な

っ
た
。

さ
ら

に
、
札
幌

市

の
中
期
財
政
見
通
し

(
二
〇
〇
九
年

一
月
公
表
)
で
は
、

二
〇

一
〇
年
度

か
ら

二
〇

一
三
年
度

の
各
年
度

に
お

い
て

一
七
四
億
円
～

二
四
六
億
円

の
収
支

不
足
が
発
生

す
る
見
通
し
で
あ

る
。

こ
の
よ
う

に
厳
し

い

財
政
状
況

の
な
か
、
当
別
ダ

ム
を
水
源
と
す
る
水
道
事
業

に

一
二
九
億

円
、

豊
平
川
水
道
水
源
水

質
保

全
事
業

に

一

八
七
億
円
と

い
う
多
額

の
税
金
が
投
入
さ
れ
、
環
境
破
壊

に
も

つ
な
が
る
事
業

が
ほ
ん
と
う

に
必
要

な

の
か
。

国
か

ら

の
手
厚

い
補
助

が
あ

っ
て
も
、
そ
れ
は
す

べ
て
税
金
な

の
で
あ
る
。

(
二

・
一一)
〈
小
樽
市
〉

小
樽
市

は
石
狩
湾
新
港
地
区

の
分

の
み
で
企
業
団

に
参

画
し
て

い
る
。

二
〇
〇
七
年
度

の
再
評
価

で
は
給
水
人

口

一
五
〇
人
、
給
水

量
を
三
、
一
〇
〇

㎡
に
減
量
し
た
。
そ
の

結
果
、
給
水
量

は
当
初
計
画

の
半
分

に
な

っ
た
。

(表

2
)

市

長
は
再
評
価

に
お
い
て
、
「
国
の
三
位

一
体
改
革

に
よ
る

地
方
交
付
税

の
大
幅
な
削
減

な
ど
に
よ
り
、
市

の
財
政
は

大
変
厳
し

い
状
況

に
置
か
れ
て
お
り
、
企
業
団
参
画

に
係

わ
る
市

の
負

担
は
今
後

の
財
政

に
大
き
く
影
響
す
る
。
北

海
道

と
事
業

の
再
評
価

に
つ
い
て
協
議

を
し
て

い
た
だ
き

た

い
」
と

い
う
要
望
書

を
企
業
団

へ
提
出

し
て

い
る
。

一

度
乗

っ
て
し
ま

っ
た
ダ

ム
計
画
は
、
す
で

に
工
事

に
入
る

と

"
足
抜
け
"

す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況

に
な
る
。

(
二

・
三
)
〈
石
狩
市
〉

二
〇
〇
七
年
度

の
再
評
価

で
は
、
給
水

人
口
は
二
〇
〇

四
年
度
見
直

し

の
七
七
、
五
〇
〇
人
か
ら
五
三
、
七
八
○
人

に
変
更
と
な
り
、
給
水
量

は
三
〇
、
六
〇
〇

㎡
/

日
か
ら

二

一
、
一
〇
〇

㎡
/

日
に
下
方
修
正
し
た

(表

2
)
。

二
〇
〇

四
年

三
月

の
石
狩
市
議
会

に
お

い
て
、
市
長
は

市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
北
海
道

の
北
田
議
員
の
当
別
ダ
ム
に

関
す
る
質
問
に
対
し

「将
来

の
人
口
推
計
や
社
会
経
済
情

勢
の
激
変
を
考
え
、
当
別
ダ
ム
の
基
本
的
な
あ
り
方
に
関

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
検
証
す
べ
き
で
あ
り
、
関

係
自
治
体
と
基
本
的
な
議
論
を
や
り
直
し
た
い
」
と
い
う

答
弁
を
し
た
。
市
長
の
答
弁
は

[
ダ
ム
あ
り
き
」
の
考
え

か
ら
大
き
く
方
向
転
換
し
た
の
で
は
と
期
待
さ
れ
た
。
し

か
し
、
国
や
北
海
道
か
ら
圧
力
が
あ

っ
た
と
は
思

い
た
く

な

い
が
、
最
近
で
は
す

っ
か
り
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
て
し

ま

っ
た
。

現
在
、
石
狩
市
の
水
道
用
水
は
、
地
下
水
八
○
%
と
不

足
分
を
札
幌
市
か
ら
の
分
水
で
ま
か
な

っ
て
い
る
が
深
刻

な
水
不
足
は
起
き
て
い
な
い
。

企
業
団
に
参
画
す
る
理
由

の
ひ
と
つ
に
、
地
下
水
の
地

盤
沈
下
が
懸
念
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
東
京
都
で

は
地
下
水
規
制
の
効
果
で
揚
水
量
が
大
幅
に
減
少
し
、
地

盤
沈
下
は
沈
静
化
し
た
と
い
う
。
豊
富
な
地
下
水
は

「
地

下
水
保
全
条
例
」
な
ど
を
制
定
し
て
保
全
す
る
こ
と
で
将

来
に
わ
た
っ
て
有
効
利
用
で
き
る
。
今
後
は
、
地
下
水
の

有
効
利
用
と
札
幌
市
の
余
剰
水
利
用
に
つ
い
て
自
治
体
を

超
え
て
融
通
し
合
う
こ
と
で
企
業
団
に
参
画
す
る
必
要
性

は
な
く
な
る
。

二
〇
〇

一
年
総
務
省

は
、
水
資
源
に
関
す
る
行
政
評

価

・
監
視
結
果
に
基
づ
く
勧
告
の
な
か
で
、
貴
重
な
資
源

で
あ
る
水

の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
に
は
、
工
業
用
水
や

農
業
用
水
を
水
道
用
水

へ
用
途
問
転
用
す
る
よ
う
勧
告
し

て
い
る
。
北
海
道
が
事
業
主
体
の
石
狩
湾
新
港
地
域
に
お

け
る
工
業
用
水
道
は
、

一
九
九
九
年
給
水
を
開
始
し
た
。

し
か
し
、
二
〇
〇
二
年
に
は
工
業
用
水
需
要
想
定
量
を
当

初
計
画
三
五
、
○
○
○
㎡
/
日
か
ら

一
二
、
○
○
○
㎡
/
日

に
見
直
し
、
二
〇
〇
七
年
六
月
現
在
で
は
、
契
約
水
量
は

日
量
二
、
四
九
四
㎡
と
低
い
こ
と
か
ら
、
工
業
用
水
の
余
剰

水

を
水
道
用
水

に
転
用

し
有
効
活
用
す

べ
き
で
あ

る
。

(
二

・
四
)
〈
当
別
町
〉

当
別
町

の
水
道
用
水

は
、
当
別
川

に

一
、
六
八

一
㎡
/

日

の
水
利
権
と
、
当
別
ダ

ム
か
ら

の
受
水
を
前
提
と
し
た
暫

定
水
利
権

と
合

わ
せ

て
約

八
、
○
○
○

㎡
/

日
を
確
保

し

て
い
る
。
町
長

は
当
別
ダ

ム
の
早
期
完
成

は
、
洪
水

を
防

ぐ
と
と
も
に
恒
久
水
源
を
確
保
す
る
こ
と
で
も
あ
り
、
町

の
悲
願
で
あ

る
と
い

っ
て
い
る
。

し
か
し
現
在

は
、
暫
定

で
は
あ
る
が
当
別
川

か
ら
水
道

用
水

を
取
水
し

て
い
て
水

不
足
は
起

き
て
い
な

い
。

つ
ま

り
、
水
利
権

の
許
認
可

の
問
題

で
あ
る
。
国
と
協
議
を
進

め
る
こ
と
で
解
決
で
き
る
は
ず

で
あ

る
。

当
初
計
画

で
は
給
水
人

口
二
五
、
○
○
○
人
、
給
水
量

に

つ
い
て
は

一
〇
、
六
〇
〇

㎡
/

日
と
推
定
し
た
。
一
九
九
九

年
度

の
再
評
価

で
は
、
な
ん

と
給

水
人

口
三

二
、
五
〇

〇

人
、
給
水
量

一
四
、
六
〇
〇

㎡
/
日
と
増
量
し
た
が
、
二
〇
〇

七
年
度

の
再
評
価

で
は
給
水
人

口

一
六
、
八
六
〇
人
、給
水

量
九
、
六
〇
〇

㎡
/
日
と
大
幅

に
減
量
と
な

っ
た

(表

2
)
。

二
〇
〇
五
年
度

の
国
勢

調
査

の
結
果

か
ら
、

町
の
人

口

は

一
九
、
九

八
二
人
で
二
〇
〇
〇
年

の
実
績

か
ら
比
較
す

る
と
五
年
間

に
七
九
六
人

も
減
少

し
て
い
る
。
今
後
、
人

口
増
加
が
見
込
め
な

い
な
か
、
過
大
な
人
口
予
測

に
基
づ

き
水
需
要
予
測
を
行

っ
て

い
る
。

総
務
省

(二
〇
〇

一
)
が
勧
告
し

て
い
る
よ
う

に
、
基

本
計
画

に
お
け
る
水
需
要

の
見
通
し
と
実
績
と

の
乖
離

は

多
く

の
例

が
あ
る
。
将
来
見
通
し

の
推
計
方
法
な
ど
が
的

確

で
あ

っ
た
か
ど
う

か
評
価
す
る
と
と
も

に
、
推
計
精
度

の
向
上
を
図

る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

将
来

の
水
道
用
水
は
、
水

の
広
域
的
利
用
や
農
業
用
水

か
ら

の
転
用

に
よ

っ
て
ま
か
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

町

の
農
業
用
水
は
青
山
ダ

ム

か
ら

三
、
三

二
四

㎞

の
農
地

に
供
給

さ
れ
て
い
る
が
、
麦

や
大
豆
な
ど

へ
の
転
作
が
進
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み
約
七
〇
%
を
超

え
る
転
作
率
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
新
た
な
農
業
用
水
の
必
要
性
は
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
各
市
町
は
過
大
な
人
口
予
測
に
基

づ
き
過
大
な
水
需
要
予
測
を
行

っ
て
い
る
と
い
う
実
態
が

明
ら
か
に
な

っ
た
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
と
学

習
を
踏
ま
え
、
札
幌
市

・
小
樽
市

・
石
狩
市

・
当
別
町
に

対
し
、
ダ
ム
に
よ
ら
な
い
こ
れ
か
ら
の
利
水
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
提
案
す
る
。

①

水
需
要
見
通
し
と
水
需
要
実
績
が
乖
離
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
水
需
要
の
実
態
を
精
査
す
る
こ
と
。

②

自
治
体
を
超
え
た
、
水
の
広
域
的
利
用
を
促
進
し
水

を
融
通
し
あ
う
こ
と
。

③

節
水
型
ま
ち
づ
く
り
の
施
策
と
水
の
再
利
用
を
促
進

す
る
こ
と
。

④

地
下
水
の
利
用
量
の
総
合
規
制
を
行
い
、
一
地
下
水
保

全
条
例
」
な
ど
を
制
定
し
て
保
全
す
る
こ
と
。

⑤

水
利
権

の
見
直
し
と
用
途
間
転
用
を
実
施
す
る
こ

と
。

三

治
水

の
問
題

(当
別
川

の
基
本
高

水
流

量
は
過
大
で
あ
る
)

二
〇
〇
六
年

一
月

「
当
別
ダ

ム
を
検
証
す
る
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
(財
)
北
海
道
自
然
保
護
協
会
か
ら
も
後
援
を

い

た
だ
き
講
演
会
を
開
催
し
た
。
講
師
に
は
北
大
大
学
院
教

授
の
小
野
有
五
氏
を
迎
え
、
当
別
ダ
ム
に
お
け
る
治
水
の

問
題
点
に
つ
い
て
お
聞
き
し
た
。

小
野
氏
に
よ
る
と
、
過
去
最
大
で
あ

っ
た

一
九
八

一
年

の
台
風
に
よ
る
洪
水
の
と
き
、
当
別
川
流
域
で
は
二
日
間

で
二
七
〇

㎜
の
雨
が
降

っ
た
。
こ
の
と
き
の
ピ
ー
ク
時

の

流
量
は
七
二
〇
㎡
/
秒
で
あ

っ
た
(図
1
)。
と
こ
ろ
が
北

海
道
が
設
定
す
る
基
本
高
水
ピ
ー
ク
流
量
は

一
、
三
五
〇

㎡
/

秒

で
あ

る
が
、
想

定

し

て
い
る
降

雨

は

二

日
間

で

た

っ
た

の
二
一二
〇

㎜
で
あ

る
。

一
九
八

一
年

は

二
七
〇

㎜

の
降
雨
が
あ

っ
た
。

に
も

か
か
わ
ら
ず

七
二
〇

㎡
/
秒
し

か
水
が
出

て
い
な

い
。

そ
れ
よ
り
も
少

な

い
二

三
〇

㎜
の

雨
を
想
定

し
て

一
、
三
五
〇

㎡
/
秒

と

い
う
莫
大

な
水
が

当
別
川

に
出

て
く
る
と

い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
北
海
道

は
ダ

ム
を

つ
く
ら
な

い
と
大
洪
水

に
な
る
と

い

っ
て
住
民

を
脅

か
す

の
だ
が
、
治
水

の
面

か
ら
も
必
要

の
な

い
ま

っ

た
く

ム
ダ
な
ダ

ム
だ
と
小
野
氏

は
指
摘
さ
れ
た
。
最
近

で

は
、
北
海
道
が
堤
防
強
化

な
ど
を
行

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
時

の
よ
う
な
被
害

は
起

こ
ら
な

い
状
況

に
あ

り
、
治
水

対
策
が
本
流

で
は
ほ
ぼ
完

了
し
て
い
る
。

そ

れ
な

の
に
、
ほ
と
ん
ど
起

こ
り
え
な

い
よ

う
な
巨
大

な
洪
水
が
想
定
さ
れ
、
そ
れ

に
対
応
す

る
治
水

対
策
と
し

て
当
別
ダ

ム
建
設
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

つ
ま
り
、
基
本

高
水
が
過
大

に
設
定
さ
れ

て
い
て
、
ダ

ム
を

つ
く
る
根
拠

に
な

っ
て

い
る
。

1350m3/s

当別 ダムが必 要 とい

うためのほ とん どあ

りえない洪 水。

(230mm)

720m3/s

過 去 最 大の1981年

の洪 水。

(270mm)の 大雨

48時間

当別川の基本高水 ピーク流量。図1

流 量m3/S

1500一

1000

500

四

当
別
川

の
自
然
環
境

(
一
)
青

山
ダ

ム
と

四
六

〇
基

の
治
山
ダ

ム

北
海
道

の
河
川
と

い
う
と
、
天
塩
川
支
流

の
サ
ン
ル
川

の
サ
ク

ラ

マ
ス
や
函
館

の
松
倉

川

の
ヤ

マ
ベ

・
ア

メ

マ

ス

・
イ
ワ
ナ
な
ど
が
生
息

し

て
い
る
清
流
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
だ
ろ
う
。

し
か
し
当
別
川

で
は
、
実
際

に
魚

の
姿

に
お

目

に
か
か
る
の
は
と
て
も
難
し

い
。
川
の
色
と

い
え
ば
、

い

つ
も
茶
色

に
汚
濁
し
て

い
る
。
清
流

と
は
ほ
ど
遠

い
川

だ
。果
た
し

て
、
昔

か
ら
魚
が
生
息

で
き
な
い
"瀕

死
の
川
"

だ

っ
た

の
か
。
ダ

ム
予
定
地

で
子
ど
も
時
代
を
過
ご

し
た

と
い
う
住
民
は
、
か

つ
て
の
当
別
川
は
サ
ケ
や

マ
ス
が
潮

上

し
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

そ
う

に
川
で
泳

い
で
い
た
と

い
う
。

い
ま

で
は
、
誰
も
遊
ば

な
く
な

っ
て
い
る
。

河
川
環
境
が

一
変

し
た
の
は
、

一
九
六
四
年

に
農
業

用

の
青
山
ダ

ム
が
竣
工
さ
れ
て
か
ら
と

い
う
。

一
九

六
五
年

か
ら
は
、

人
目

に
つ
か
な

い
山
奥

に
治
山

ダ

ム
が
約

四
六
〇
基
も

つ
く
ら
れ
た
。
支
流

の

一
番
川
流

域

だ
け
で
も
現
在
ま

で
に
五

一
基
が
設
置
さ
れ
、

工
事
費

は
六
億

円
を
超
え

て
い
る
。
土
砂

災
害
を
防
ぐ
と

い
う
大

義
名

分

の
も
と
、
自
然
が
破

壊
さ
れ
次
々
と
小
規
模
ダ

ム

が

つ
く
ら
れ
て

い
る
。

私
た
ち
は
、
写
真
家

の
稗
田

一
俊
氏
を
講
師

に
迎
え
、

当
別

川

の

フ
ィ
ー

ル
ド

ワ
ー
ク

と
学
習
会

を

こ

こ
数
年

行

っ
て
い
る
。
稗
田
氏
は
、
「
ダ

ム
は
土
砂

の
正
常

な
流

れ

を
止
め

て
し
ま
う
た
め
河
床
が
低
下
し
河
岸
を
崩
壊

さ
せ

る
」
ま
た

[
当
別
川
に
魚

や
水
生
昆
虫
が
少
な

い
の
は
青

山
ダ

ム
と
治
山
ダ

ム
の
影
響

が
大

き

い
。
こ
れ
が
、
泥
が

い

っ
ぱ

い
溜
ま

る
原
理
だ
。

こ

の
ダ

ム
が
あ
る
限
り
下
流

側

は
き
れ

い
に
な
る
こ
と
は
な

い
。
」
と
説
明
し
た
。
失
わ

れ
た

"
ふ
る
さ
と

の
川
"
が
本
来

の
姿
を
取
り
戻
す

に
は
、
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写真2ダ ム建設予定地(2008年10月18日 撮影)。ひっきり

なしに工事の トラックや重機が行 き来 している。

こ
れ
以
上
ダ

ム
を

つ
く
ら
な

い
こ
と
で
あ
る
。
青
山
ダ

ム

は
、
私

た
ち
に
警
鐘
を
鳴

ら
し
て

い
る
。
ダ

ム
の
建
設
を

推
進
す

る
よ
り
、
か

つ
て
の
サ
ケ

・
マ
ス
な
ど
が
湖
上
し

た
当
別
川
を
取
り
戻
す
方
向
を

め
ざ
す

べ
き
で
あ

る
。

当
別
ダ

ム
予
定
地

で
は
、

二
〇
〇
七
年

=

月

に
当
別

川

の
切
り
替
え
工
事
が
完
了
し
、
ダ

ム
の
壁

と
な
る
川
底

が
掘
削

さ
れ
、
土
砂
を
掘
り
起

こ
す
重
機
が
大
き
な
音

を

響

か
せ
る
な
か
、
ダ

ム
本

体
工
事

が
着

々
と
進
め
ら
れ
て

い
る

(写
真
)
。
当
別
川

の
自
然

環
境
が
ど

ん
ど
ん
破
壊

さ

れ
て

い
く
が
、
た
だ
ち

に
休

止
し
て
、
ダ

ム
の
必
要
性

に

つ
い
て
真
摯

に
検
討
す

べ
き
で
あ

る
。

(
二
)
当

別
断

層

当
別
ダ

ム
建
設
予
定
地

か
ら
わ
ず

か
二

・
五
㎞
の
位
置

に
当
別
断
層

(当
別
断
層

a

u
当
別
川
左
岸
山
地

の
延
長

五

㎞

・
当
別
断
層
b

"
当
別
川
左
岸
山
地
か
ら
新
篠
津
武

田
付
近

ま
で
延
長

一
二
㎞
)
が
存
在
す
る
。

二
〇
〇
七
年
七
月
の
多
大
な
被
害
が
生
じ
た
新
潟
県
中

越
沖
地
震
で
問
題
と
な

っ
た
、
逆
断
層
と
同
じ
型
の
活
断

層
が
こ
こ
に
あ
る
。
北
海
道
は
国
等
で
定
め
た
ダ
ム
建
設

に
関
す
る
指
針

「ダ
ム
建
設
に
お
け
る
第
四
紀
断
層
の
調

査
と
対
応

に
関
す
る
指
針

(案
)
」
で
は
、
ダ
ム
建
設
予
定

地
か
ら
お
よ
そ
三
〇
〇

m
以
内
に
要
注
意
断
層
が
存
在
し

な
い
こ
と
を
確
認
し
、
ダ
ム
建
設
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
の
で
ダ
ム
の
安
全
性
に
問
題
は
な
い
と
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
指
針

(案
)
は
二
〇
年
以
上
前
に
策
定

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
い
ま
だ
に
案
で
あ
る
。
不
確
定
な

根
拠
で
は
説
得
力
に
欠
け
る
。
指
針

(案
)
策
定
後
、

一

九
九
三
年
の
北
海
道
の
南
西
沖
地
震
や

一
九
九
五
年
の
死

者
が
六
、
四
三
四
人
に
及
ん
だ
阪
神
淡
路
大
震
災
、
そ
の

後
も
全
国
で
大
地
震
に
よ
る

「想
定
外
」
の
地
震
被
害
を

も
た
ら
し
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年

=

月
、
国
に
赴
き
要

望
書
を
提
出
し
た
と
こ
ろ
指
針
の
見
直
し
を
検
討
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
道
民
の
生
命
を
守
る
北
海
道
と
し
て
独

自
の
指
針
を
策
定
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
だ
。

五

お
わ

り

に

私

た
ち
は
、
当
別
ダ

ム

に
つ
い
て
、
と
く

に
そ

の
環
境

へ
の
影
響
と
身
近
な
水
道
水

の
問
題

に
深

い
関

心
を
持

っ

た
。
将
来

の
水
源
と
し
て

の
当
別
ダ

ム
の
必
要
性

に
対

し
、

再
評
価
を
実
施

す
る
た
び

に
疑
問
が
増
幅

し
た
。
当
別
川

の
環
境
を
保
全

し
、

ム
ダ
な
ダ

ム
を
止
め
た

い
と

い
う
思

い
か
ら
、
札
幌
市

・
石
狩
市

・
当
別
町
の
市
民

が
立

ち
上

が

っ
た
。

い
ま
で
は
、

八
団
体

で

「当
別
ダ

ム
周
辺

の
環

境
を
考
え
る
市

民
連
絡
会
」
を
結
成

し
、
国

・
北
海
道

・

各
自

治
体

へ
申

し
入
れ
な
ど
を
行

い
、
現
地

へ
も
継
続
的

な
調
査
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

当
別
ダ

ム
は
、
北
海
道

に
残

さ
れ
た
最
後

の
大
型
公
共

事
業

と

い
わ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
利
権

も
絡
む
と

い
う
。

知
事
権
限

に
よ
り
、
指
名
停

止
業
者

ま
で
参
加
さ
せ
て
入

札
を
強
行
し

た
の
を
見
れ
ば
、
「
い

っ
た

い
誰

の
た
め
の
事

業
な

の
か
」

と
疑
念

を
抱

か
ざ

る
を
得

な
い
。

二
〇
〇

八
年
八
月
、
高
橋
北
海
道
知
事

は
道
民

の
疑
問

の
声
を
ま

っ
た
く
無
視

し
、
道
政

の
歴
史

に
汚
点
を
残

し

て
ま

で
、
本
体

工
事
を
着
工
さ
せ
た
。

で
も
、
ま
だ
、
あ

き
ら
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。

私

た
ち
に
は
、
先
人

か
ら
受
け
継

い
だ
豊

か
な
自
然
環

境

を
、
次
世
代

の
子
ど
も
た
ち
に
引

き
継

ぐ
と

い
う
責
務

が
あ

る
。
負

の
遺
産
と
な
る

「当
別
ダ

ム
」
は
残
し
た
く

な

い
。
当
別
ダ

ム
問
題
を
多

く
の
人

へ
発
信

で
き
る
こ
の
よ
う

な
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
い
た

こ
と

に
対
し
、

(財
)北
海

道
自
然
保
護
協
会

に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ

る
。

文
献

保
屋
野
初
子

(
一
九
九
八
)

水
道
が

つ
ぶ
れ
か
か
っ
て
い
る
、

築
地
書
館
、
二
〇
七
頁
。

北
海
道
開
発
局

(二
〇
〇

一
)

曲豆
平
峡
ダ

ム
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
調
査
に
つ
い
て
、
北
海
道
開
発
局
北
海
道
地
方
ダ
ム
等
管

理

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会

(二
〇
〇

一
年
三
月

一
三
日
)

資
料
。

日
本
弁
護
士
連
合
会

公
害
対
策

・
環
境
保
全
委
員
会

(二
〇

〇
二
)

脱
ダ
ム
の
世
紀
、
と
り

い
書
房
、

一
八
○
頁
。

総
務
省

(二
〇
〇

一
)

水
資
源
に
関
す
る
行
政
評
価

・監
視

結
果
に
基
づ
く
勧
告
、
二
〇
頁
。

東
京

.生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
/
東
京

の
水
を
考
え
る
会

(
一

九
九
〇
)

ど
う
な

っ
て
い
る
の
?

東
京
の
水
、
北
斗
出

版
、
二
四
六
頁
。
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